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議会だより 

ビロウ島付近でのようす 

ビロウ島は、カンムリウミスズメの 
世界一の繁殖地といわれています 

町の鳥「カンムリウミスズメ」 
（国指定天然記念物） 



か 　 ど 　 が 　 わ  （2） 
 

 

12月定例議会 12月７日～13日 

県知事選挙費用815万円等の一般会計・特別会計の補正を全会一致で可決 県知事選挙費用815万円等の一般会計・特別会計の補正を全会一致で可決 

諮問１件、同意１件、条例１件、

補正予算５件、請願陳情３件、そ

の他２件、議員提出条例、意見書

の17件は、本会議において、提案

理由の説明、質疑、討論の後、全

会一致又は賛成多数で可決しま

した。 

　７名の議員が15問の質問を行

いました。 

平成18年度12月補正後の予算額 

 

一 般 会 計  

国 民 保 険  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

草川区画整理 

簡 易 水 道  

水 道 事 業  

今 回 の 補 正  

5,143万円 

5,848万円 

0円 

88万円 

565万円 

0円 

0円 

補正後の予算額 

56億2,484万円 

23億5,883万円 

19億3,754万円 

12億9,731万円 

4,744万円 

1,067万円 

3億9,994万円 

主なもの 

・繰越金～1,794万円 

　（平成17年度決算による繰越金です） 

・地方特例交付金～▲624万円 

　（この減額は、県からの交付金が当初の予定より      

         少なくなったものであります） 

主な事業 
・海岸津波対策事業～150万円 

　（中須の堤防かさ上げ予算6,000万円が、1,500万円増額

されたことにより、10％の150万円町負担が増したものです。

事業費7,500万円） 

・児童福祉費～▲1,366万円 

　（この減額は、児童数の減少によるものです ） 

一般会計歳入 一般会計歳出 

住宅管理事業 
(町が管理する公営住宅)

海岸津波対策事業  
 （かさ上げされる中須の堤防） 



か 　 ど 　 が 　 わ  （3） 

　
12
月
８
日
の
一
般
質
問

で
は
、
７
名
の
議
員
に
よ

る
15
問
、
終
日
の
論
戦
が

く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
補
正
は
５
、

１
４
３
万
円
、
歳
入
で
は

町
債
、
２
、
３
６
０
万
円

が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

  

　
県
議
会
議
員
選
挙
費
２

７
６
万
円
、
老
人
福
祉
費

２
９
９
万
円
、
障
害
者
福

祉
事
業
３
２
９
万
円
、
塵

芥
処
理
費
２
１
２
万
円
、

住
宅
管
理
事
業
費
４
５
６

万
円
、
常
備
消
防
業
務
負

担
金
９
６
０
万
円
、
幼
稚

園
費
１
１
９
万
円
、
小
学

校
管
理
費
１
６
０
万
円
、

保
健
体
育
費
１
０
３
万
円
、

な
ど
が
主
な
も
の
で
し
た
。 

  
　
担
当
課
長
等
か
ら
、
一

般
会
計
、
特
別
会
計
の
説

明
を
受
け
る
中
で
も
特
別

会
計
が
毎
年
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
条
例
の
改
正
に

つ
い
て
は
、
『
長
期
継
続

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
の

で
き
る
契
約
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
』
は
、

継
続
契
約
を
す
る
に
あ
た

り
債
務
負
担
行
為
を
し
な

く
て
も
よ
い
と
す
る
改
正

で
あ
る
こ
と
か
ら
質
疑
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。 

　
『
宮
崎
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
の
設
立
に

つ
い
て
』
は
、
75
歳
以
上

の
方
の
医
療
負
担
が
増
え

る
こ
と
か
ら
、
質
疑
が
続

出
し
、
反
対
討
論
が
行
わ

れ
る
な
ど
活
発
な
論
議
が

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の

社
会
状
況
か
ら
や
む
を
得

な
い
と
す
る
議
員
が
多
数

で
あ
り
ま
し
た
。 

　
13
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
全
議
案
を
可
決
し
ま

し
た
。 

  

　
今
回
で
勇
退
さ
れ
る
議

員
が
数
名
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い

出
は
尽
き
な
い
よ
う
で
す
。

あ
る
長
老
議
員
は
、
¬
議

員
生
活
40
年
を
振
り
返
る

と
、
町
の
予
算
が
１
億
円

足
ら
ず
の
時
代
か
ら
、
所

得
倍
増
の
経
済
発
展
に
伴

い
年
々
予
算
が
倍
増
し
た

も
の
だ
。
町
も
経
済
の
発

展
や
環
境
設
備
を
す
す
め

る
一
方
で
一
次
産
業
の
衰

退
は
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

公
共
施
設
の
新
設
や
教
育

文
化
福
祉
の
発
展
等
、
大

き
く
変
化
し
た
時
代
で
あ

り
、
い
ま
思
う
と
、
平
和

な
よ
き
時
代
で
あ
っ
た
の

か
と
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。
」 

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、
平
成
17
年
度
の

交
付
金
は
20
億
円
で
数
年

前
と
く
ら
べ
る
と
４
億
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
町

の
人
件
費
は
13
億
円
で
数

年
前
よ
り
２
億
円
削
減
し

て
い
る
一
方
で
町
は
国
の

事
務
を
扱
う
こ
と
に
な
っ

て
き
て
い
る
た
め
職
員
も

多
忙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
達
議
員
も
初
心
に
か
え

っ
て
奮
起
す
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。 

 

一
般
会
計
の
主
な
事
業 

11
日
議
案
の
集
中
勉
強 

回
　
想 
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合
併
新
法
で
法
定
協

議
会
を
設
置
し
て
い
る

所
が
あ
る
。
本
町
は
ど

う
す
る
の
か
。 

  

　
合
併
に
関
す
る
情
報

を
住
民
に
提
供
し
合
併

論
議
の
機
運
を
高
め
る

事
が
一
番
重
要
で
あ

る
。 

  

　
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
の
低
下
や
ご
み

量
の
増
加
が
心
配
だ
が

対
策
は
あ
る
の
か
。 

  

　
ご
み
量
も
減
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
も
改
善
さ

れ
て
い
る
。
更
に
努
力

し
て
い
く
。 

  

　 

町
公
営
住
宅
の
今
の

公
募
入
居
制
度
に
は
問

題
が
あ
る
。
空
き
家
発

生
の
時
点
で
の
入
居
制

度
の
方
が
効
率
的
で
は

な
い
の
か
。 

    

 

　
入
居
希
望
者
に
配
慮

し
効
率
的
に
運
用
し
て

い
く
観
点
か
ら
、
五
戸

以
上
の
空
き
家
が
で
き

た
時
に
公
募
す
る
。 

  

　
町
民
と
一
体
と
な
っ

た
行
政
運
営
や
事
業
拡

大
の
観
点
か
ら
町
民
債

の
創
設
は
出
来
な
い
の

か
。 

  

　
地
方
債
は
今
年
度
よ

り
従
来
の
許
可
制
か
ら

協
議
制
に
移
行
さ
れ

た
。
本
町
財
政
運
営
上

は
現
在
の
地
方
債
で
十

分
対
応
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。 

浜
口
　
　
惇 
福
祉
の
充
実
を 

一般質問 一般質問 一般質問 
７名の議員が登壇 ！ 

                                     

市町村合併をどのように考えているのか 
安田　　新 

町長：合併論議の機運を高める 

町
長
　
優
先
度
を
確
認
し
な
が
ら 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
す
る 

：
 

問 

問 

問 問 町
長 

町
長 

町
長 

町
長 

  

①
障
害
者
自
立
支
援
法
の

設
立
以
来
、
全
国
的
に
苦

情
が
多
い
が
障
害
者
自
立

支
援
の
為
に
利
用
者
負
担

を
下
げ
て
は
ど
う
か
。 

②
子
供
の
医
療
費
の
助
成

を
外
来
も
就
学
前
ま
で
に

で
き
な
い
か
。 

③
役
場
庁
舎
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
を
。 

  

①
本
町
の
支
援
事
業
の
利

用
者
負
担
は
障
害
者
自
立

支
援
法
の
施
行
後
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。
今
後
も
状

況
を
み
な
が
ら
支
援
策
を

検
討
す
る
。 

②
少
子
高
齢
化
の
中
で
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。 

　
乳
幼
児
医
療
制
度
に
つ

い
て
は
、
予
算
編
成
で
、

優
先
度
を
見
て
進
め
る
。 

③
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

は
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
建

物
の
構
造
、
経
費
な
ど
、

早
急
に
検
討
す
る
よ
う
関

係
課
に
指
示
し
て
い
る
。 
 

問 町
長 



（5） 
                                     

 

　
県
道
遠
見
半
島
線
の
未

改
良
区
間
の
早
期
整
備
、

心
の
杜
か
ら
谷
の
山
へ
の

環
状
道
路
に
標
識
の
設

置
、
並
び
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を
新
設
で
き
な

い
か
。 

  
　
新
設
す
る
場
合
、
歩
道

の
な
い
道
も
多
く
、
交
通

安
全
上
の
問
題
や
高
低
差

距
離
な
ど
の
諸
々
の
問
題

を
総
合
的
に
考
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。 

               

五
十
鈴
川
の
防
災
対
策
は 

  

　
五
十
鈴
川
の
防
災
対
策

と
し
て
河
川
敷
の
杉
等
を

伐
採
し
水
は
け
を
よ
く
す

る
考
え
は
な
い
か
。 

  

　
河
川
敷
の
ス
ギ
な
ど
の

伐
採
は
本
格
的
河
川
改
修

の
一
環
と
し
て
認
識
し
て

い
る
。
早
期
の
水
害
対
策

が
必
要
な
こ
と
か
ら
今
年

９
月
に
、
地
元
区
長
、
日

向
土
木
事
務
所
な
ど
に
視

察
し
て
も
ら
い
、
県
に
河

川
改
修
の
整
備
を
強
く
要

望
し
た
と
こ
ろ
だ
。 

遠見半島観光開発とウォーキングコースの新設を 
黒木　義秋 

町長：早期整備を要望していく 

 

 
問 

問 

町
長 

町
長 

 

  

　
本
町
の
循
環
型
社
会
の

構
築
と
、
バ
イ
オ
マ
ス
利

活
用
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
畜
産
物
の
生
産
を
目

ざ
す
事
等
か
ら
、
そ
の
構

想
が
国
か
ら
認
定
を
受
け

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
推
進

と
利
活
用
に
向
け
た
事
業

化
を
ど
う
考
え
る
か
。 

  

　
今
後
は
基
本
計
画
、
実

施
計
画
へ
と
具
体
化
し
て

い
く
。
事
業
導
入
に
向
け

て
は
関
係
機
関
、
民
間
の

力
、
学
識
経
験
者
、
町
民

代
表
に
よ
る
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
十
分
な
協

議
を
進
め
な
が
ら
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。 

 

  

　
今
、
公
共
工
事
の
入
札

制
度
や
、
契
約
適
正
化
等

が
注
目
を
受
け
て
い
る

が
、
本
町
に
お
け
る
入
札

制
度
の
仕
組
み
と
、
本
年

度
の
発
注
工
事
の
落
札

率
、
又
予
定
価
格
の
公
表

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。 

  

　
１
３
０
万
円
以
上
に
つ

い
て
は
、
指
名
審
査
会
で

指
名
業
者
を
決
定
し
、
指

名
競
争
入
札
を
行
な
っ
て

い
る
。
今
年
度
の
発
注
工

事
は
、
百
三
十
万
円
以
上

の
工
事
は
22
件
の
入
札
を

行
い
、
全
体
の
落
札
率
は

94
・
９
％
で
あ
る
。
入

札
、
契
約
に
関
す
る
情
報 

  

は
指
名
業
者
の
決
定
と
契

約
の
締
結
の
後
、
公
表
し

て
い
る
が
、
予
定
価
格
の

公
表
は
し
て
い
な
い
。 

 

安
田
　
　
修 

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進 

町
長
　
検
討
委
員
会
を 

　
　
　
　
　
　立
ち
上
げ
推
進
す
る 

：
 

問 

問 

町
長 

町
長 

 

遠見山の展望台への入り口 
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合
併
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
枠
組
み
や
期
日
、
方

法
な
ど
を
織
り
交
ぜ
た
具

体
的
な
考
え
を
。 

  

　
道
州
制
の
議
論
の
高
ま

り
と
と
も
に
違
っ
た
組
合

せ
・
枠
組
み
も
考
え
る
べ

き
時
に
き
て
い
る
と
考
え

る
。
新
合
併
特
例
法
の
平

成
22
年
と
い
う
期
限
が
あ

っ
て
も
、
今
は
ま
だ
期
限

や
合
併
の
方
法
に
し
ば
ら

れ
た
議
論
の
段
階
で
は
な

い
と
考
え
る
。
今
は
合
併

問
題
に
関
す
る
情
報
を
町

民
に
提
供
し
な
が
ら
も
っ

と
も
っ
と
議
論
を
高
め
て

い
く
時
期
で
あ
る
し
、
そ

う
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。 

  

「
い
じ
め
」
問
題 

  

①
「
い
じ
め
」
の
状
況
把

握 ②
教
育
現
場
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

③
今
後
の
対
応 

  

①
各
学
校
で
い
じ
め
・
不

登
校
対
策
委
員
会
を
開
催

し
、
教
育
相
談
を
開
設
し

て
い
る
。 

②
健
全
な
学
校
運
営
の
た

め
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
、
報
告
・
連
絡
・
相
談

を
合
言
葉
に
な
お
一
層
、

現
場
と
教
育
委
員
会
が
緊

密
な
関
係
を
保
つ
。 

③
「
い
じ
め
」
の
な
い
学

校
づ
く
り
の
た
め
、
命
を

大
切
に
す
る
教
育
、
「
い

じ
め
」
は
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
行
為
で
あ
る
な
ど
の

指
導
を
徹
底
す
る
。
そ
し

て
、
全
職
員
が
一
人
一
人

の
児
童
・
生
徒
に
心
か
ら

愛
情
を
注
ぎ
、
常
に
子
ど

も
の
目
線
で
指
導
を
展
開

し
、
子
ど
も
の
立
場
に
立

っ
た
「
い
じ
め
」
の
な
い

学
校
づ
く
り
を
指
導
し
て

い
く
。 

                                     

  

　
大
迫
・
船
越
地
区
の

「
サ
テ
ラ
イ
ト
宮
崎
」
進

出
予
定
の
交
差
点
付
近

は
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に

交
通
量
が
大
変
多
く
、
交

通
事
故
が
心
配
さ
れ
る

が
、
「
サ
テ
ラ
イ
ト
宮

崎
」
に
頼
ら
な
い
で
、
道

路
等
の
環
境
整
備
は
で
き

な
い
か
。 

  

　
一
民
間
企
業
の
「
サ
テ

ラ
イ
ト
宮
崎
」
に
道
路
問

題
等
の
抜
本
的
解
決
は
で

き
な
い
。
信
号
機
の
設

置
、
県
道
の
拡
幅
、
丸
バ

エ
川
の
排
水
対
策
等
は
、

町
が
県
や
関
係
機
関
に
強

力
に
働
き
か
け
、
整
備
に

努
め
て
い
く
。
本
年
度

は
、
町
道
船
越
〜
秋
の
内

線
の
舗
装
の
補
修
を
行

う
。
来
年
度
に
米
田
団
地

内
の
排
水
路
整
備
を
計
画

し
て
い
る
。 

  

　
地
区
内
の
道
路
や
集
落

と
集
落
を
結
ぶ
道
路
に
夜

間
暗
い
所
が
あ
る
が
、
も

っ
と
防
犯
灯
の
設
置
は
で

き
な
い
か
。 

    

  

　
平
成
８
年
度
か
ら
進
め

て
き
た
事
業
だ
が
、
今
年

度
の
牧
山
地
区
、
城
ヶ
丘

地
区
の
設
置
で
整
備
を
終

え
る
。
し
か
し
、
暗
い
箇

所
が
あ
れ
ば
、
現
地
調
査

を
行
い
、
追
加
設
置
の
検

討
を
し
て
い
く
。
防
犯
灯

が
あ
っ
て
も
明
る
さ
の
足

り
な
い
電
球
に
つ
い
て

は
、
蛍
光
灯
へ
の
交
換
を

早
急
に
行
う
。
地
区
内
の

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
区

か
ら
の
要
望
に
よ
り
設
置

の
補
助
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
。 

  

　
南
ヶ
丘
地
区
と
日
向
市

梶
木
を
結
ぶ
道
路
の
新
設

は
で
き
な
い
か
。 

  

　
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
混

雑
を
考
え
る
と
、
こ
の
路

線
は
必
要
な
道
路
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の

道
路
の
計
画
に
つ
い
て
は

過
去
に
日
向
市
と
協
議
し

て
き
た
経
緯
が
あ
る
が
、

今
後
、
温
度
差
の
あ
る
日

向
市
と
粘
り
強
く
協
議
し

て
い
き
た
い
。
門
川
町
議

会
か
ら
も
日
向
市
の
方
へ

働
き
か
け
を
お
願
い
し
た

い
。 

黒
木
　
　
裕 

大迫・船越地区の環境整備 
水永　正継 

町長：県や関係機関に強力に働きかける 

市
町
村
合
併
に
対
す
る
考
え
方 

町
長
　
　
情
報
を
提
供
し
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
議
論
を
高
め
る 

：
 

問 
問 

問 問 

問 

町
長 

教
育
長 

町
長 

町
長 

町
長 



か 　 ど 　 が 　 わ  （7） 
                                     

 

　 　
こ
れ
ま
で
や
、
現
在
発

生
し
て
い
る
い
じ
め
と
思

わ
れ
る
問
題
の
把
握
件
数

と
そ
の
対
処
方
法
は
。
ま

た
、
い
じ
め
と
思
わ
れ
る

問
題
に
対
す
る
今
後
の
対

策
や
町
独
自
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
り
な
ど
の
検
討
は
な
い

の
か
。 

  

　
平
成
14
年
５
月
に
１
件

仲
良
し
グ
ル
ー
プ
間
の
ト

ラ
ブ
ル
で
報
告
が
あ
り
ま

す
。
更
に
い
や
が
ら
せ
と

思
わ
れ
る
報
告
が
昨
年
11

月
か
ら
本
年
10
月
ま
で
に

４
件
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
対
処
方
法
と
し
て

は
、
嫌
が
ら
せ
を
行
っ
た

児
童
生
徒
や
保
護
者
に
指

導
し
た
ほ
か
、
嫌
が
ら
せ

を
受
け
た
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
は
、
校
長
が
自
宅

訪
問
を
行
い
、
謝
罪
し
て

い
ま
す
。 

　
町
の
い
じ
め
、
非
行
、

虐
待
、
不
登
校
等
の
問
題

に
対
処
す
る
た
め
、
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
区
長
会
、

教
育
事
務
所
、
児
童
相
談

所
、
福
祉
事
務
所
、
民
生 

  

児
童
委
員
、
警
察
な
ど
、

15
関
係
団
体
で
構
成
す
る

町
独
自
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
「
ア
ー
ム
イ
ン
ア
ー
ム

門
川
」
を
組
織
し
、
そ
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
学
校
で
は
、
い

じ
め
、
不
登
校
対
策
委
員

会
「
ハ
ー
ト
フ
ル
委
員

会
」
を
定
例
で
開
き
、
い

じ
め
の
実
態
と
そ
の
対
応

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
学
校
で
の
解
決
が
困

難
な
事
例
が
発
生
し
た
場

合
に
は
「
ア
ー
ム
イ
ン
ア

ー
ム
門
川
」
で
組
織
す
る

関
係
機
関
、
団
体
で
、
早

急
に
実
務
者
会
議
や
個
別

ケ
ー
ス
検
討
会
を
開
き
、

早
期
解
決
を
図
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。 

学校のいじめ対策は万全か 
平田　真文 

教育長：町や学校組織で迅速対処をしている 

 

 
問 町

長 

   　
平
成
19
年
３
月
か
ら

議
員
定
数
が
14
名
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
議
会

の
委
員
会
構
成
の
定
数

も
変
わ
り
ま
す
。
 

・
総
務
財
政
常
任
 

　

委
員
会
　
５
人
 

・
文
教
厚
生
常
任
 

　

委
員
会
　
５
人
 

・
産
業
建
設
常
任
 

　

委
員
会
　
４
人
 

 　
　
 

 ●
公
共
工
事
に
お
け
る

建
設
労
働
者
の
適
切
な

労
働
条
件
の
確
保
等
に

関
す
る
意
見
書
 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）
 

●
「
最
低
保
障
年
金

制
度
」
の
創
設
を
求

め
る
意
見
書
 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）
 

●
J
R
九
州
に
係
る

支
援
策
等
に
関
す
る

意
見
書
 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）
 

  ●
公
契
約
法
制
定
な

ど
公
共
工
事
に
お
け

る
建
設
労
働
者
の
適

切
な
労
働
条
件
の
確

保
に
つ
い
て
の
請
願
 

　
（
全
会
一
致
・
採
択
）
 

    ●
「
最
低
保
障
年
金

制
度
」
の
創
設
を
求

め
る
陳
情
 

　
（
全
会
一
致
・
採
択
）
 

●
J
R
九
州
に
係
る

支
援
策
の
継
続
を
求

め
る
陳
情
 

　
（
全
会
一
致
・
採
択
）
 

           

人
権
擁
護
委
員
と
教
育

長
が
新
し
く
替
わ
り
ま

す
。
 

　人
権
擁
護
委
員
 

道
前
和
子
　
氏
 

（
旭
町
在
住
）
 

 　
教
　育
長
 

斉
藤
義
輝
　
氏
 

（
東
栄
町
在
住
）
 

 

条
例
の
改
正
 

意
見
書
 

請
　
願
 

陳
　
情
 

傍
聴
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。 

 次
回
の
議
会
は
３
月
で
す
。 

皆
様
の
傍
聴
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
３
ー
１
１
４
０ 

（
内
線
２
７
１
） 

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？ 

 



謹
ん
で
 

　
新
春
の
お
慶
び
を
 

　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
 

門

川

町

議

会

 

『議会だより かどがわ』は門川町のホームページからもご覧いただけるようになりました。 
http://www.town.kadogawa.miyazaki.jp/gikai/index.htmにアクセスしてください。 

編 

後 
集 

記 

　
ま
た
た
く
間
に
正
月
が
過
ぎ
、

選
挙
の
多
い
今
年
に
向
け
て
心
新

た
な
抱
負
を
お
持
ち
の
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
議
会
だ
よ
り
も
、
現
在
の
委
員

で
編
集
す
る
最
後
の
号
と
な
り
ま

し
た
。
つ
た
な
い
編
集
で
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、
読
ん
で
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
し
、
今
後
と

も
議
会
だ
よ
り
に
暖
か
い
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

黒木　裕 小林芳彦 米良昭平 内山田善信 

愛宕山から見た日の出 九州大会出場の町内ソフトボールチーム 九州大会出場の町内ソフトボールチーム 

クリーンアップ宮崎（海浜公園） クリーンアップ宮崎（海浜公園） 

創立100周年を迎える草川小学校 


